
  

 

民 主 島 根 
（1） 2019 年 7 月 28 日 

 

鳥
取
・
島
根
選
挙
区
で
野

党
統
一
候
補
と
し
て
両
県
を

駆
け
巡
っ
た
中
林
佳
子
氏

（
７
３
）
は
２
２
日
、
松
江

駅
前
で
選
挙
結
果
を
報
告

し
、「
市
民
と
野
党
の
連
携
が

始
ま
り
、
広
が
る
の
を
感
じ
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
で
し

た
」
と
述
べ
、「
議
席
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
政
治

を
変
え
る
大
き
な
動
き
が
始

ま
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
力
で
政
治
が
変
わ
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
政

治
を
変
え
る
た
め
に
全
力
を

挙
げ
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

中
林
氏
は
鳥
取
、
島
根
両

県
合
計
で
１
６
万
７
３
２
９

票
、
３
１
・
７
２
％
を
獲
得
。

一
方
、
島
根
県
で
は
、
自
民

党
現
職
の
得
票
は
、
前
回
比

７
０
・
６
％
に
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
。 

 

選
挙
戦
で
は
「
住
民
目
線

2019 年 

 

 

 

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
よ
び
か
け
た
▼

「
部
分
で
な
く
全
体
を
見
る
。
歴
史

の
『
流
れ
』
の
な
か
で
も
の
を
見
る
」、

現
職
落
選
や
比
例
で
議
席
を
減
ら
し

た
こ
と
は
残
念
だ
が
、「
そ
こ
か
ら
だ

け
選
挙
結
果
を
見
る
の
は
正
し
く
な

い
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
ら
何
も
前
向
き
の
も
の
は

生
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
▼
実
際
、
今
回
の
選
挙
で
い
ち

ば
ん
議
席
を
減
ら
し
た
の
は
自
民
党

だ
。
単
独
過
半
数
に
も
大
き
く
及
ば

ず
、
改
憲
勢
力
全
体
で
３
分
の
２
を

割
り
込
ん
だ
。
決
定
的
役
割
を
果
た

し
た
の
が
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

だ
。
全
国
３
２
の
１
人
区
す
べ
て
で

野
党
統
一
候
補
が
実
現
し
、
１
０
選

挙
区
で
勝
利
。
改
選
２
議
席
か
ら
１

０
議
席
へ
躍
進
し
、
共
闘
の
力
が
改

憲
策
動
に
痛
打
を
与
え
た
▼
鳥
取
・

島
根
選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補
に
な

っ
た
中
林
よ
し
子
候
補
に
は
、
自
民

党
支
持
者
も
含
め
、
党
派
を
こ
え
た

支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後
の
訴
え

に
は
、
立
憲
民
主
党
の
県
議
も
か
け

つ
け
、
野
党
支
持
者
の
多
数
が
中
林

候
補
に
投
票
。
島
根
で
自
民
候
補
が

前
回
比
３
割
以
上
も
得
票
を
減
ら

し
、
中
林
さ
ん
が
１
０
万
票
を
超
え

る
支
持
を
集
め
た
意
義
は
大
き
い
。

「
野
党
共
闘
か
み
あ
わ
ず
」
な
ど
一

部
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
「
部
分
」
を

切
り
取
っ
た
浅
薄
な
見
方
に
す
ぎ
な

い
▼
「
安
心
で
き
る
年
金
を
」「
消
費

税
増
税
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
」

「
憲
法
９
条
は
変
え
な
い
で
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
願
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。

中
林
候
補
の
政
策
は
大
き
な
共
感
を

集
め
た
。「
歴
史
の
大
局
観
」
を
し
っ

か
り
見
す
え
て
、
選
挙
戦
で
訴
え
た

公
約
実
現
へ
全
力
を
あ
げ
た
い
。
選

挙
戦
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
支
援
に
心
か

ら
の
感
謝
の
思
い
を
こ
め
て
。（
後
） 

「
歴
史
の
大
局
観
を
見
失
わ

な
い
こ
と
」
―
―
参
院
選
投
開

票
か
ら
一
夜
明
け
た
２
２
日
、

市
田
忠
義
党
副
委
員
長
が
フ
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員
、
社
民
党
県
連
の
幹
部
な

ど
が
中
林
候
補
と
と
も
に
マ

イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。（
２
面

に
選
挙
区
と
比
例
の
結
果
） 

で
政
治
を
変
え
る
会
・
山
陰
」

の
代
表
ら
市
民
と
日
本
共
産

党
や
立
憲
民
主
党
、
国
民
民

主
党
の
国
会
議
員
や
地
方
議

参
院
比
例
候
補
と
し
て
た

た
か
っ
た
仁
比
聡
平
氏
は
２

２
１
日
に
島
根
県
入
り
し

た
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

同
席
し
ま
し
た
。 

丸
山
達
也
知
事
か
ら
は
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
と
核

兵
器
廃
絶
ペ
ナ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
、
中
村
芳
信
県
議
会
議

長
か
ら
も
ペ
ナ
ン
ト
が
託
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
下
） 

三
島
正
司
総
務
部
次
長
、

糸
賀
克
巳
県
議
会
事
務
局
長

は
「
暑
い
中
、
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
健
康
に
留
意
さ

れ
、
ゴ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
県
議
会
事
務
局
か

ら
は
、
署
名
と
募
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

■７月２５日（木） 

斐川・出雲 

■７月２６日（金） 

出雲 

■７月２７日（土） 

加茂・大東・仁多・横田 

■７月２８日（日） 

木次・三刀屋 

■７月２９日（月） 

 掛合・吉田 

■７月３０日（火） 

 頓原・赤名（広島県へ引継ぎ） 

投開票日の翌日、公約実現の街頭宣伝に立つ中林氏ら（松江市） 

行
進
（
富
山
―
広
島
コ
ー
ス
）

の
通
し
行
進
者
の
山
田
太
枝

さ
ん
（
７
４
歳
）
ら
が
２
２

日
、
県
庁
・
県
議
会
を
訪
れ

ま
し
た
。（
写
真
上
） 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
が

２
日
朝
、
福
岡
市
の
Ｊ
Ｒ
博

多
駅
で
選
挙
結
果
を
報
告

し
、
公
約
実
現
に
全
力
を
尽

く
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

田
村
貴
昭
衆
院
議
員
が
と
も

に
訴
え
ま
し
た
（
写
真
） 

 

仁
比
氏
は
、
議
員
と
し
て

の
６
年
間
、「
憲
法
を
壊
す
秘

密
保
護
法
、
戦
争
法
、
共
謀

罪
を
廃
止
に
追
い
込
ん
で
い

こ
う
と
全
国
の
み
な
さ
ん
と

運
動
を
と
も
に
し
て
き
た
。

引
き
続
き
先
頭
に
立
っ
て
頑

張
り
抜
く
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
日
本
共
産
党
が
強
く
大
き

く
な
っ
て
こ
そ
日
本
の
政
治

を
本
当
に
変
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
前
回
２

０
１
６
年
の
参
院
選
の
６
議

席
か
ら
７
議
席
（
選
挙
区
３

議
席
、
比
例
４
議
席
）
へ
と

前
進
し
ま
し
た
。 

 

投
開
票
日
の
翌
朝
、
後
藤

勝
彦
県
委
員
長
、
尾
村
利
成

県
議
、
党
松
江
市
議
団
は
市

内
で
街
頭
に
立
ち
、
選
挙
戦

で
掲
げ
た
公
約
実
現
へ
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

尾
村
県
議
は
、
非
改
選
と

合
わ
せ
て
１
３
議
席
に
な

り
、
衆
参
で
２
５
人
の
国
会

議
員
団
と
な
っ
た
こ
と
を
報

告
。「
消
費
税
１
０
％
増
税
ス

ト
ッ
プ
、
減
ら
な
い
年
金
、

原
発
ゼ
ロ
、
９
条
改
憲
ノ
ー

な
ど
、
明
日
の
暮
ら
し
に
希

望
が
持
て
る
政
治
の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
、
全
力

を
尽
く
し
ま
す
」
と
訴
え
ま

し
た
。 


